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第48回男子・第40回女子

全日本教員バスケットボール選手権大会
「おいでませ！山口国体バスケットボール競技リハーサル大会」
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期
日

2010年（平成22年) 8月10日(火)

会
場

●(北海道)

11:45 男子2回戦

旭川大雪ク 70 82 熊本教クA

(熊本県)○

主審 副審 畑　靖彦  松本　理
場
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旭川大雪ク 熊本教クA
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As

4 ＊ (C) 2 0 1 0 2 7 1 4 ＊ (C) 10 1 3 1 3 8 2

5 ＊ 5 0 2 1 2 6 4 5 0 0 0 0 1 1 0

6 ＊ 12 2 3 0 4 6 2 6 ＊ 11 0 5 1 1 9 2

倉 岡 武

竹 元 治 人

－ －

川 浦 直 也

中 川 明

遠 藤 聡 志

選　手　氏　名 選　手　氏　名

川 添 武 志

35:43 － － －
OT1 OT2

タイム・アウト（経過時間） タイム・アウト（経過時間）
１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ OT1 OT2

－－ － － －
１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ

14:36 15:34 26:48
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6 ＊ 12 2 3 0 4 6 2 6 ＊ 11 0 5 1 1 9 2

7 ＊ 15 1 6 0 2 8 2 7 - - - - - - -

8 3 1 0 0 2 0 0 8 ＊ 15 0 7 1 1 7 1

9 - - - - - - - 9 - - - - - - -

10 4 0 2 0 1 1 1 10 - - - - - - -

11 - - - - - - - 11 - - - - - - -

12 7 0 3 1 1 2 1 12 ＊ 16 2 4 2 3 5 2

13 8 0 3 2 1 6 3 13 2 0 1 0 1 5 1

14 7 1 2 0 1 3 1 14 ＊ 28 2 9 4 4 13 1

四方田 洋 一

竹 元 治 人

渡 邉 雅 貴

上 原 裕 樹

斉 藤 充 史

久 保 貴 史

中佐藤 一 徳

川 浦 直 也

竹 永 大

一 門 翔

岡 野 晃

江 原 吾 朗

菊 田 康 平

田 村 健太郎

椎 名 真 士

伊 部 大 樹

愛 澤 純 一

新 美 雅 孝
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14 7 1 2 0 1 3 1 14 28 2 9 4 4 13 1

15 ＊ 7 0 3 1 1 6 0 15 - - - - - - -

16 - - - - - - -

17 - - - - - - -

18 - - - - - - -

70 5 25 5 17 45 15 82 5 29 9 14 48 9

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト

中佐藤 徳

手 塚 諒

田 中 一 也

林 裕 輔

コーチ 岩 本 亮 一

合計 合計

江 原 吾 朗

森 大 樹加 藤 周 大

飛騨野 文 彦 コーチ
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戦　　評

両ﾁｰﾑﾊｰﾌｺｰﾄﾏﾝﾂｰﾏﾝ。旭川大雪ｸﾗﾌﾞ#5のﾐﾄﾞﾙｼｭｰﾄ、熊本教員ｸﾗﾌﾞA#4の3Pでｽﾀｰﾄ。旭川大雪ｸﾗﾌﾞは#5、#6のﾐ

ﾄﾞﾙｼｭｰﾄで得点を重ねる。一方硬さからか熊本教員ｸﾗﾌﾞAはなかなかｼｭｰﾄが決まらない。しかし、残り2分に逆

転し、15-21で１Q終了。2Qで旭川大雪ｸﾗﾌﾞはｾｯﾄﾌﾟﾚｰを試みるが3分間ﾉｰｺﾞｰﾙ。対する熊本教員ｸﾗﾌﾞAは#14の

3P、ｺﾞｰﾙ下などで点差を広げようとし、31-41で2Qを終了する。3Qに入り、旭川大雪ｸﾗﾌﾞAは#4･#15の合わせ、

#7の2P、3Pの連続得点で点差を縮めようとする。熊本教員Aは#8の1対1、2P、#6のｺﾞｰﾙ下、ﾎﾟｽﾄﾌﾟﾚｲで得点を

決めていく。一進一退の攻防が続き、48-64で3Q終了。4Qで点差を詰めたい旭川大雪ｸﾗﾌﾞは3Pｼｭｰﾄを打つが決
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記載者 亀井　健志　 （所属） 山口県バスケットボール協会

両ﾁｰﾑﾊｰﾌｺｰﾄﾏﾝﾂｰﾏﾝ。旭川大雪ｸﾗﾌﾞ#5のﾐﾄﾞﾙｼｭｰﾄ、熊本教員ｸﾗﾌﾞA#4の3Pでｽﾀｰﾄ。旭川大雪ｸﾗﾌﾞは#5、#6のﾐ

ﾄﾞﾙｼｭｰﾄで得点を重ねる。一方硬さからか熊本教員ｸﾗﾌﾞAはなかなかｼｭｰﾄが決まらない。しかし、残り2分に逆

転し、15-21で１Q終了。2Qで旭川大雪ｸﾗﾌﾞはｾｯﾄﾌﾟﾚｰを試みるが3分間ﾉｰｺﾞｰﾙ。対する熊本教員ｸﾗﾌﾞAは#14の

3P、ｺﾞｰﾙ下などで点差を広げようとし、31-41で2Qを終了する。3Qに入り、旭川大雪ｸﾗﾌﾞAは#4･#15の合わせ、

#7の2P、3Pの連続得点で点差を縮めようとする。熊本教員Aは#8の1対1、2P、#6のｺﾞｰﾙ下、ﾎﾟｽﾄﾌﾟﾚｲで得点を

決めていく。一進一退の攻防が続き、48-64で3Q終了。4Qで点差を詰めたい旭川大雪ｸﾗﾌﾞは3Pｼｭｰﾄを打つが決

まらない。熊本教員Aは#14の1対1、#13のｺﾞｰﾙ下などで確実に点を決めていく。後がない旭川大雪ｸﾗﾌﾞは残り

1分30秒ﾃﾞｨﾌｪﾝｽをｵｰﾙｺｰﾄﾏﾝﾂｰﾏﾝに変えﾌﾟﾚｯｼｬｰを与えるが

反撃もここまで。結局ﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞを確実にものにし、速攻を決めた熊本教員Aが70-82で3回戦進出を決めた。
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